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問　

地
域
経
済
循
環
率
の
近
隣
市

と
の
比
較
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

地
域
で
生
み
出
さ
れ
た
所
得

が
、
ど
の
程
度
地
域
に
還
流
し
て

い
る
か
を
把
握
す
る
地
域
経
済
循

環
率
は
、
鎌
ケ
谷
市
49
・
６
％
、

流
山
市
56
・
０
％
、
我
孫
子
市

57
・
６
％
、
松
戸
市
64
・
１
％
、

問　

市
道
の
延
長
が
過
去
20
年
間

で
32
㎞
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、

維
持
管
理
に
関
す
る
経
費
は
横
ば

い
の
状
況
で
す
。
道
路
修
繕
の
考

え
方
や
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

経
年
劣
化
か
ら
舗
装
の
修
繕

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
総
合
的
か

問　

買
い
物
困
難
者
に
行
政
か
ら

宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
提
供
が

可
能
か
伺
い
ま
す
。

答　

買
い
物
が
出
来
な
く
て
困
っ

て
い
る
場
合
は
、
高
齢
者
の
健
康

面
に
も
配
慮
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
に
よ
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
す
る
な
ど
、
情
報
提
供
や

市
川
市
65
・
０
％
、
印
西
市
67
・

７
％
、
白
井
市
68
・
９
％
、
船
橋

市
72
・
１
％
、
柏
市
73
・
３
％
、

野
田
市
89
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
鎌
ケ
谷
市
の
循
環
率
が
低
い

要
因
は
、
市
が
大
き
な
ま
ち
に
囲

ま
れ
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、

市
外
か
ら
流
入
す
る
所
得
に
対
す

つ
効
率
的
に
修
繕
を
行
う
と
と
も

に
、
事
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
財

源
で
あ
る
国
の
交
付
金
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

問　

こ
れ
か
ら
９
月
く
ら
い
に
か

け
て
大
雨
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま

す
が
、
冠
水
し
や
す
い
危
険
箇
所

で
あ
る
市
道
37
号
線
の
新
京
成
線

の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
、
冠

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

テ
レ
ビ
等
で
移
動
販
売
業
者

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に

移
動
販
売
業
者
は
い
る
の
か
、
移

動
販
売
車
が
来
て
い
る
地
域
は
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

市
内
の
一
部
で
は
、
定
期
的

に
来
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

る
依
存
度
が
高
い
状
態
で
あ
る
こ

と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

実
施
し
て
き
た
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
を
踏
ま
え
、
今
後
に

生
か
す
取
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
度
は
、
鎌
ケ
谷
市

商
工
会
と
協
働
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

率
25
％
、
１
冊
１
万
円
の
購
入
で

１
万
２
千
500
円
分
使
用
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
時
の
車
両
の
侵
入
を
防
ぐ
対
策

を
伺
い
ま
す
。

答　

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
入
口
両
側
に

注
意
喚
起
を
促
す
パ
ト
ラ
ン
プ
や

道
路
冠
水
水
位
板
を
設
置
し
た
ほ

か
、
夜
間
の
視
認
性
を
高
め
る
た

め
、
周
辺
部
の
道
路
照
明
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
交
換
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ポ
ン
プ
施
設
の
異
常

時
に
速
や
か
な
対
応
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
非
常
通
知
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
好
循
環
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

道
路
・
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

買
い
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

松
　
澤
　
武
　
人
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

佐
　
竹
　
知
　
之
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
整
備

状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
２
年
度
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
児

童
生
徒
に
１
人
１
台
、
予
備
機
や

教
員
用
を
含
め
合
計
８
千
606
台
を

整
備
し
、
大
型
提
示
装
置
を
全
学

級
及
び
教
科
学
習
で
使
用
す
る
特

別
教
室
に
合
計
409
台
を
整
備
し
ま

し
た
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
の
有
用
性

が
示
さ
れ
た
事
例
を
伺
い
ま
す
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
年
・
学
級
閉

問　

国
が
決
定
し
た
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
は
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
化
学
農
薬
の
使

用
量
を
半
減
、
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
３
割
減
、
有
機
農
業
を
全
農

地
の
25
％
に
拡
大
な
ど
、
農
業
の

環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
国
が
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
た
基
本
方
針
を
策
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
県
と
市
町
村
が

共
同
で
具
体
的
な
取
組
み
を
盛
り

込
ん
だ
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
先

般
開
催
さ
れ
た
国
の
説
明
会
で
は
、

ま
ず
は
都
道
府
県
の
計
画
を
策
定

し
、
そ
こ
に
市
町
村
が
合
意
し
て

い
く
ス
タ
イ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
引

問　

関
連
側
道
な
ど
の
道
路
整
備

は
、
あ
と
は
舗
装
工
事
だ
け
な
の

に
、
な
ぜ
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

答　

県
で
は
道
路
の
設
計
に
取
り

組
み
、
警
察
や
学
校
関
係
者
等
と

交
通
規
制
や
歩
行
者
の
安
全
確
保

等
の
協
議
が
整
い
次
第
、
工
事
の

発
注
が
進
め
ら
れ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

問　

新
鎌
ケ
谷
駅
の
南
北
自
由
通

路
な
ど
の
機
能
確
保
や
新
鎌
ケ
谷

地
区
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答　

南
北
自
由
通
路
な
ど
の
用
地

は
県
の
所
有
で
、
い
ず
れ
売
却
さ

れ
る
予
定
で
す
。
売
却
の
際
は
、

市
の
発
展
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

つ
な
が
る
施
設
で
あ
る
こ
と
と
、

南
北
自
由
通
路
や
新
鎌
ケ
谷
駅
西

問　

前
立
腺
の
肥
大
及
び
前
立
腺

が
ん
や
膀
胱
が
ん
を
患
う
方
々
が

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、
男
性
個
室
ト

イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

疾
病
や
加
齢
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
使
用
し
た
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

な
ど
を
捨
て
る
場
所
が
無
い
こ
と

で
、
施
設
を
利
用
し
に
く
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
放
置
や
ト

問　

次
期
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

つ
い
て
、
計
画
期
間
や
ポ
イ
ン
ト

を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
３
月
に
次
期
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
基
本
方
針
を
定
め
、

計
画
期
間
は
、
鎌
ケ
谷
市
総
合
基

本
計
画
の
基
本
構
想
期
間
と
合
わ

せ
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
14
年

度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
に
観
光
の
取
組
み
と
し
て
行

っ
た
市
民
有
志
と
の
座
談
会
な
ど

か
ら
、
観
光
資
源
が
少
な
い
鎌
ケ

谷
市
と
し
て
さ
ら
な
る
観
光
振
興

鎖
時
に
全
学
級
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
持
ち
帰
り
、
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
、
教

職
員
の
研
修
や
会
議
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
上
で

の
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
個
人

差
が
あ
り
、
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
全
教
員
が
日
々
活

用
し
て
い
る
学
校
は
14
校
中
５
校

で
し
た
。
令
和
元
年
度
と
令
和
３

年
度
の
比
較
で
、
小
中
学
校
と
も

き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
県
や
近
隣
市
町
村
の
情

報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
な

対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

側
へ
続
く
歩
道
機
能
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
の
２
点
を
県
知
事
に
要
望

し
ま
し
た
。
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

し
て
は
、
長
期
的
に
は
北
千
葉
道

路
の
整
備
と
併
せ
て
、
土
地
利
用

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
方
向
性
を
確
立

し
て
い
き
ま
す
。
短
期
的
に
は
、

市
が
県
か
ら
取
得
し
た
用
地
に
関

す
る
整
備
構
想
を
早
急
に
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

イ
レ
に
流
さ
れ
て
詰
ま
っ
て
し
ま

う
可
能
性
な
ど
、
ト
イ
レ
の
衛
生

環
境
を
保
持
す
る
観
点
か
ら
も
、

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　

利
用
者
の
多
い
市
庁
舎
の
１

階
や
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の

１
階
と
２
階
の
男
性
用
ト
イ
レ
の

個
室
に
、
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る

理
由
を
貼
り
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
た
上
で
設
置
し
、
ど
の
程
度
の

大
き
さ
の
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
か
を

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ

た
地
域
資
源
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
付

け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、

本
市
の
持
つ
独
自
性
を
さ
ら
に
深

掘
り
し
、
実
施
し
た
事
業
を
土
台

に
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識

し
、
現
行
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
理
念
を
継
承
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

問　

座
談
会
で
は
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

「
鎌
ケ
谷
ら
し
い
観
光
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
、
友
人
か
ら
の
口
コ

ミ
が
重
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
多

く
出
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
等
に
つ
い
て

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
有
機
農
業
の
里 

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
）
づ
く
り
に
つ
い
て

新
京
成
線
連
続
立
体
交
差
事
業
と

関
連
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　

男
性
個
室
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー 

ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て　
　
　
　

本
市
に
お
け
る
観
光
促
進
に
つ
い
て

中
　
村
　
潤
　
一
　
議
員

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

宗
　
川
　
洋
　
一
　
議
員

鈴
　
木
　
哲
　
也
　
議
員

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

に
運
動
面
で
は
持
久
力
が
下
が
っ

て
い
ま
す
が
、
学
力
面
で
は
国
語

・
算
数
・
数
学
に
お
い
て
学
力
が

向
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
文
部
科

学
省
の
実
証
実
験
で
は
、
２
割
か

ら
４
割
の
児
童
生
徒
が
目
・
肩
・

首
な
ど
に
疲
労
や
痛
み
を
感
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
使
い
方
ル
ー
ル
を

策
定
し
、
30
分
に
一
度
は
目
を
休

め
る
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

見
極
め
、
可
能
な
限
り
各
施
設
に

お
い
て
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
高
齢
者
の
多
様
な
日
常

生
活
を
支
え
る
仕
組
み
を
充
実
さ

せ
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

お
い
て
、
市
内
６
地
区
に
あ
る
協

議
体
の
話
合
い
の
中
で
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
移
動
販
売
車

の
導
入
等
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

市庁舎１階男性個室トイレ内市庁舎１階男性個室トイレ内鎌ケ谷大仏鎌ケ谷大仏

問　

犬
・
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
義
務
化
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
犬

や
猫
の
販
売
者
に
対
し
て
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
に
飼
っ
て
い
る
犬
や

猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す

る
こ
と
は
努
力
義
務
で
す
が
、
装

着
し
た
後
は
、
犬
や
猫
の
所
有
者

が
飼
い
主
情
報
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
の
識
別
番
号
等
を
、
環
境
省
の

指
定
登
録
機
関
に
登
録
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

市
か
ら
飼
い
主
へ
動
物
愛
護

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

県
は
毎
年
６
月
を
動
物
の
正

し
い
飼
い
方
推
進
月
間
と
定
め
、

市
に
お
い
て
も
市
広
報
を
使
っ
て
、

狂
犬
病
予
防
注
射
や
猫
の
不
妊
去

勢
手
術
な
ど
、
正
し
い
飼
い
方
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
お
い
て
は
、

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
合

同
で
犬
の
し
つ
け
方
の
講
義
や
モ

デ
ル
犬
に
よ
る
実
演
を
し
つ
け
方

教
室
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
動
物
愛
護

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

動
物
と
の
共
生
社
会
に
つ
い
て

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0


